
濃尾地震　名古屋市港防災センター

名古屋市の被害

　織豊村（※現中村区）では池水溝渠等の水は泥水変じて増水、鳴海町では

井水が１～２ｍ以上も増水またはあふれ出し、赤土濁となったが、３日後

に半減、１週間で復元した。岩塚村（※現中村区）の一井戸は微温湯となり

翌日冷却した。柳森村（※現中村区）地内の井水は悪臭を伴ったという報告

がある。下ノ一色村（※現中川区）井水悉く泥水、砂水を噴き上げ砂泥１.５

mくらいの噴出の個所多く、また亀裂は長さ約２００m、巾約１.８m、深さ

１５mほどのものができた。

　名古屋市では城西（※現西区）長堤で６～７箇所泥砂噴出、巾下（※現西

区）上宿辺で亀裂・噴砂水あり、砂水４.５m以上も噴出し一時は猛烈であっ

たという。また堀川は増水した。溜池の破堤が各村で見られた中でも田代

村（※現千種区）の猫ヶ洞（※周囲約２.５kmの大溜池）の堤防が崩壊して、

一時人家耕地数 10ha に浸水し田代村では人家一むねが流出した。
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名古屋市域の震度は現在の６～７相当だったと推定されています。また液状化現象も各

地で発生しており、当時の様子を伝える以下のような記述が残っています。
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※部分は作成時に追加
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名古屋市の土地は

「沖積層」と言って、

比較的時期の新し

い、弱い地盤の上に

広がっているんだ

る～。
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写真出典：岐阜地方気象台

濃尾地震後の名古屋城
石垣や土塀が一部崩壊している


